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ダヴィンチ手術 症
例達成!!

手術支援ロボット
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ダヴィンチ手術について
詳しくはこちら（当院HP）

ダヴィンチ手術 症
例達成!!

産婦人科副部長
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佐久医療センター
副院長

遠
えん

藤
どう

 秀
ひで

紀
き

泌尿器科部長

中
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つよし

1,000 症例の経験を、
さらなる安心へ

　当院のロボット支援手術が
1,000件を突破いたしました。
　ロボット支援手術は高精細な
3D画像と精密な操作性により、
傷口が小さく身体への負担が少な
い手術方法です。産婦人科領域で
は、子宮筋腫などの良性疾患から
婦人科がんまで幅広く行われてお
り、その有用性が高く評価されて
います。今後はさらに多様な術式
へと適応が広がっていくことが予
想されています。
　当院におきましても、こうした
医療技術の進化や適応拡大の潮
流を的確に捉え、着実に対応して
まいります。これからも安全性を
最優先に、患者さん一人ひとりに
寄り添いながら、安心して適切な
治療を受けていただけるよう、よ
り質の高い医療の提供に努めて
まいります。

産婦人科
ロボットで医療の
地域間格差を縮めたい

　当院でのロボット支援手術が
1,000症例を超えました。泌尿器科
領域においては、ロボット支援手術
の導入以前は前立腺がんや腎がん
の手術のために、長野市か松本市ま
で行く必要がありました。一般的に、
インフラは人口の多い都市から整備
されていきますが、それは医療にお
いても同様です。1台のロボットが
医療の地域間格差を縮めることには、
とても大きな意味があります。
　今後の展望としては、他院で行わ
れている術式の内、まだ当院で導入
していないものもあり、患者さんの
ニーズに応えていきたいと考えてい
ます。
　ロボット支援手術は拡大視野によ
る細かい作業に優れているという特
性を活かし、多くの患者さんにメリッ
トをもたらしています。ロボットの研
究・開発に携わるすべての方々にリ
スペクトを持ち、これからも2,000
症例、3,000症例と安全に手術を積
み重ねていきたいと考えています。

泌尿器科
ダヴィンチ手術
1,000 症例に寄せて

　2022年に導入し、当初は費用
面や安全性の課題も心配されまし
たが、患者さんやスタッフのご理
解とご協力により、1,000症例を
達成したことに感謝いたします。
　呼吸器外科では手術日が祝日
に当たることも多いのですが、延
べ130例の肺切除手術を行ない
ました。2024年からは悪性疾患
以外に良性疾患（抗酸菌感染症な
ど）にも適応が拡大し、肺葉切除
と肺区域切除の実施割合は半々
になっています。区域切除は、それ
まで片肺の最大1/2切除していた
ところを、1/10程度の切除に留め
る縮小手術で、ダヴィンチとの相
性もよいとされています。良好な
視野や道具の取り回しなどロボッ
ト手術の優れた点を生かしつつ、
助手も手術機器を扱うFusion（融
合）手術を取り入れ、より精密な切
除と手術時間の短縮に取り組んで
います。今後もよりよい手術を届
けられるよう精進してまいります。

呼吸器外科
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ダヴィンチ手術手術支援ロボット

　佐久医療センターでは低侵襲ロボット支
援手術システム「ダヴィンチ（da Vinci Xi）」
を2022年5月より稼働開始し、2026年5
月に1,000症例を達成しました。東信地域
初の導入から積み重ねた1,000という確か
な節目を機に、地域医療の未来を拓く6つ
の専門領域からの決意をお届けします。

ダヴィンチ手術
2,000 症例に向けて

消化器外科Ⅲグループ
部長
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平

　この度、当院のダヴィンチ手術
が無事1,000症例を達成し、心よ
り安堵しております。手術の進化
には「手の進化」と「目の進化」が
あります。開腹手術は「手」の感覚
が重要でしたが、腹腔鏡手術はカ
メラで患部を拡大する「目の進化」
であり、開腹では見えなかった微
細解剖を明らかにしました。そし
てダヴィンチ手術は、さらに「手の
進化」をもたらしました。ロボット
アームが医師の操作を繊細に再
現することで、これまでは難しかっ
たミリ単位の精密な剥離や切除が
可能となり、患者さんへの負担軽
減と術後の回復促進に貢献してい
ます。1,000症例という節目を迎
え、ダヴィンチはもはや特別な存
在ではありません。私たちはこの
確かな技術を安全かつ効果的に
活用し、より多くの患者さんの笑
顔に貢献できるよう、今後も経験
を重ね、次の新技術を迎える準備
を進めてまいります。

消化器外科Ⅲ（下部）
より安全で高度な
肝胆膵手術をめざして

　ロボット支援手術が肝胆膵領域
で全国的に導入され始めてから6
年が経過しました（2020年保険
収載）。傷が小さいことや、出血量
の減少、合併症リスクの軽減、入
院期間の短縮などにおいて、従来
の術式よりも優れているとの報告
がされてきています。
　当院では、2023年よりロボッ
ト支援下肝胆膵手術を開始し、こ
れまでに35例（尾側膵切除31例、
肝切除4例）を実施してまいりまし
た。
　当科では、肝胆膵外科学会認
定高度技能専門医、日本内視鏡
外科学会認定ロボット支援手術プ
ロクターが手術を担当しています。
今後も安全性と高度な技術の両
立をめざし、着実にロボット支援
手術を進めていきたいと考えてい
ます。

消化器外科Ⅱ（肝胆膵）
ダヴィンチ手術
1,000症例達成を迎えて

　ダヴィンチ手術1,000症例の達
成は、患者さんから寄せられた信
頼の積み重ねであるとともに、多職
種が一丸となって質の高い医療を
追求してきた成果であり、大変意義
深い節目であると考えています。消
化器外科Ⅰチームでは、胃がん・食
道がんに対するロボット支援手術
を積極的に導入し、精緻な手術操
作を活かした、より安全で低侵襲な
外科治療の実現に努めてまいりま
した。ロボット支援手術は優れた技
術ですが、その真価は術者の経験
とチーム医療によって初めて最大
限に発揮されます。私たちは常に
技術の研鑽を重ねるとともに、患者
さん一人ひとりに最適な治療の提
供を使命としています。1,000症例
は決して到達点ではなく、新たな出
発点です。これからも地域の皆さま
に安心して治療を受けていただけ
るよう、世界水準の低侵襲手術と
温かい医療の両立をめざし、さらな
る発展に努めてまいります。

消化器外科Ⅰ（上部）

佐久医療センター ダヴィンチ手術件数推移
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診察室から こんにちはこんにちは

 

パ
ル
ス
高
周
波
治
療
と
は
？ 

　
「
高
周
波
」と
聞
く
と
、「
痛
そ
う
」「
熱
そ
う
」

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
安
全
性
が
高
く
、
神
経
に
優
し

い
治
療
法
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
痛
み
を
抑
え
る
方
法
と
し
て
は
、

局
所
麻
酔
薬
に
よ
る
「
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
」

や
、
神
経
に
熱
で
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
感
覚
を

鈍
ら
せ
る
治
療
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

前
者
は
局
所
麻
酔
薬
の
効
果
が
切
れ
る
と
痛
み

が
戻
る
こ
と
が
あ
り
、
後
者
は
「
し
び
れ
が
残

る
」
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
パ
ル
ス
高
周
波
治
療
」
で
は
、
特
殊
な
細

い
針
を
痛
み
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
神
経
に
近

づ
け
、
高
周
波
電
流
を
「
短
い
間
隔
（
パ
ル
ス

状
）」
に
流
し
ま
す
。
休
止
時
間
を
挟
む
こ
と

佐久総合病院（本院）
ペインクリニック（痛みの診療科）
部長

深
ふか

澤
さわ

正
まさ

之
ゆき

長引く痛みに新しい選択肢を。
神経に優しい「パルス高周波治療」
腰痛や肩こり、手足のしびれなど、長引く「慢性的な痛み」にお悩みではありませんか？
お薬でもなかなか良くならない痛みは、生活の質を大きく下げてしまいます。
当科では、そうしたつらい痛みに対する専門的な治療の一つとして、 

「パルス高周波治療」を行なっています。

で
神
経
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
性
の
高

い
治
療
が
可
能
で
す
。

電
磁
場
の
力
で
神
経
を「
リ
セ
ッ
ト
」 

　
で
は
、
な
ぜ
長
期
間
痛
み
が
取
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
秘
密
は
、
針
の
先
端
か
ら
発
生

す
る
「
電
磁
場
」
に
あ
り
ま
す
。

　
高
周
波
の
電
流
を
流
す
こ
と
で
、
神
経
の
周

り
に
特
殊
な
電
磁
場
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
電

磁
場
の
働
き
が
、
痛
み
を
過
敏
に
感
じ
取
っ
て

い
る
神
経
に
優
し
く
作
用
し
、
異
常
な
興
奮
状

態
を
落
ち
着
か
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
る
な
ら
、
調
子
の
悪
く
な
っ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
再
起
動
し
て
正
常
に
戻
す
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
神
経
を
細
胞
レ
ベ
ル
で
正
常
な

状
態
に
整
え
る
た
め
、
効
果
は
数
カ
月
か
ら
、

長
い
方
で
は
１
年
以
上
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
主
な
症
状
〉

⃝
�

腰
や
首
の
痛
み
、手
足
の
痛
み（
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
、脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
）

⃝

肩
や
膝
な
ど
の
長
引
く
関
節
の
痛
み

⃝
帯
状
疱
疹
の
あ
と
の
長
引
く
痛
み
な
ど

〈
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
と
流
れ
〉

　
神
経
に
障
害
を
与
え
に
く
い
た
め
、
合

併
症
の
リ
ス
ク
が
低
い
治
療
法
で
す
。
局

所
麻
酔
を
行
な
い
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
超
音

波
（
エ
コ
ー
）
で
針
先
を
確
認
し
な
が
ら

慎
重
に
進
め
ま
す
。
治
療
時
間
は
15
〜
30

分
程
度
で
、
入
院
の
必
要
は
な
く
、
日
帰

り
で
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
痛
み
は
我
慢
す
る
も
の
」
と
諦
め
る
前
に
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
症
状
に
合
わ
せ
、
最
適
な
治
療
法
を

一
緒
に
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

月 火 水 木 金
午　　前

（ 受　付
8:30~11:00）〇 〇 〇 〇 

（第 3）
〇 

（第 2・4）

午　　後 予約 予約 予約�
（第 1・3・5） － －

■ペインクリニック（痛みの診療科）外来�
　〈お問い合わせ〉0267-82-3131（代表）

ペインクリニック（痛みの診療科）のご案内
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診察室から こんにちはこんにちは
　

か
つ
て
悪
性
腫
瘍
は
「
不
治

の
病
」
と
さ
れ
、
な
か
で
も
白

血
病
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
い
っ

た
血
液
が
ん（
造
血
器
腫
瘍
）は
、

長
期
入
院
や
つ
ら
い
治
療
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
医
療

は
大
き
く
進
歩
し
ま
し
た
。
現

代
の
が
ん
は
、
適
切
な
治
療
を

続
け
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
り
、

共
生
す
る
も
の
へ
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

佐久総合病院佐久医療センター
副診療部長

中
なか

澤
ざわ

剛
つよ

士
し

「
血
液
の
が
ん
」
と
生
き
る

焦
ら
ず
治
療
に
向
き
合
い
、元
の
日
常
へ

　
高
齢
化
に
伴
い
患
者
数
が
増
え
て
い
る
「
多

発
性
骨
髄
腫
」
は
、
ま
さ
に
「
治
療
し
な
が
ら

生
活
を
送
る
」
血
液
が
ん
の
代
表
格
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
多
発
性
骨
髄
腫
は
、骨
髄
中
の
「
形
質
細
胞
」

が
、
が
ん
化
し
、
異
常
な
た
ん
ぱ
く
を
大
量
に

作
り
出
し
て
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
厄
介
な
特
徴
の
一
つ
は
、
症
状
が

わ
か
り
に
く
く
、
発
見
が
遅
れ
や
す
い
こ
と
で

す
。
腰
痛
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
、
転
倒
し
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
骨
折
し
た
、
と
い
っ
た
症

状
を
き
っ
か
け
に
整
形
外
科
を
受
診
し
、
初
め

て
見
つ
か
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
る
さ
（
貧
血
）
や
腎
機
能
の
低
下
、
感
染

症
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
症
状
も
あ
り
ま
す
が
、

「
年
の
せ
い
」
と
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
周

囲
の
人
よ
り
疲
れ
や
す
い
、
原
因
不
明
の
痛
み

や
体
調
不
良
が
続
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
早
期
に
見
つ
か
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
余
裕
を

持
っ
た
治
療
計
画
を
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
「
手
遅
れ
」
と
い
う
考
え
方
に
も
過

度
に
縛
ら
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
早
期
発
見
が

望
ま
し
い
で
す
が
、
進
行
し
た
状
態
で
も
、
治

療
の
選
択
肢
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
を
責
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診

断
の
直
後
や
治
療
開
始
の
早
期
に
は
つ
ら
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
治
療
法
は
進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。
希
望

を
失
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
多
発
性
骨
髄
腫
の
治
療
は
こ
の
十
数
年
で
飛

躍
的
に
進
歩
し
ま
し
た
。
骨
髄
腫
細
胞
を
狙
い

撃
ち
す
る
分
子
標
的
薬
に
加
え
、
自
ら
の
免
疫

を
利
用
し
て
が
ん
を
攻
撃
す
る
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
︱
Ｔ

細
胞
療
法
」、
が
ん
細
胞
と
免
疫
細
胞
を
結
び

つ
け
る
「
二
重
特
異
性
抗
体
」
な
ど
、
従
来
と

は
異
な
る
画
期
的
な
治
療
法
が
次
々
と
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
病
状
は
改
善
し
、

重
篤
な
副
作
用
に
よ
る
長
期
入
院
も
以
前
に
比

べ
て
減
り
ま
し
た
。
最
も
感
度
の
高
い
検
査
を

用
い
て
も
が
ん
細
胞
が
検
出
で
き
な
い
「
微
小

残
存
病
変
（
Ｍ
Ｒ
Ｄ
）
陰
性
」
の
状
態
を
め
ざ

す
こ
と
が
、
ご
く
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
医
療
者
と
し
て
大
き
な
時
代
の
変
化
を

感
じ
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、
通
院
治
療

を
続
け
な
が
ら
体
調
を
大
き
く
崩
す
こ
と
な
く
、

仕
事
や
家
族
と
の
時
間
、
趣
味
を
大
切
に
し
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
が
ん
は
決
し
て
人
生
の
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
は
「
治
療
を
し
な
が
ら
、
い
つ
も

の
毎
日
を
生
き
る
」
と
い
う
共
生
の
時
代
へ
と

確
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ

て
も
一
人
で
抱
え
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

焦
ら
ず
、
一
歩
ず
つ
、
私
た
ち
医
療
者
と
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
先
に
、
き
っ

と
あ
な
た
ら
し
い
日
常
が
待
っ
て
い
ま
す
。



6お加減はいかがですか　401号●諸事情により変更になる場合があります。

佐久医療センター TEL（0267）62-8181　外来診療担当表 ※佐久医療センターは紹介・予約制の病院です
■■ は予約制　（令和8年9月1日現在）

受付 診療科 午前/午後 月 火 水 木 金 土

外
来
受
付
①

小 児 科

午　前

荻原美紀 清水　隆 依田達也 蓮見純平 坂本昌彦（第1･3・5）
坂本昌彦 重田大輔 中沢孝行 山本　歩（第1･2･4･5） 荻原美紀
新患紹介 新患紹介 中澤優之介（第1・3・5） 新患紹介 八木久子（アレルギー第4）

西川　翼（第2・4） 新患紹介
新患紹介

午　後
予防接種 細谷まち子 依田達也 乳児健診 蓮見純平
新患紹介 重田大輔 清水　隆 新患紹介 荻原美紀

坂本昌彦 中沢孝行 八木久子（アレルギー第4）
新患紹介 新患紹介 新患紹介

小 児 外 科
午　前 藤野順子（第2・4）

畑中政博（第1・5）
午　後 藤野順子（第2・4）

畑中政博（第1・5）

耳 鼻 咽 喉 科
午　前

飯野　孝 藤次佑樹（第1･2･5） 小島博己 清水雄太 田中康広
清水雄太 小林小百合
藤次佑樹

午　後 藤次佑樹（第1･2･5） 小林小百合 清水雄太
藤次佑樹

循 環 器 内 科
午　前

橘　賢廣（新患･再診） 羽毛田千那帆 橘　賢廣（新患･再診） 矢﨑善一（新患･再診 第2･4）木村　光（再診 第1・3・5）
丸山周作（再診） （新患・再診 第1･3･5） 笠原優樹（新患・再診 第1・3・5）土屋ひろみ 長谷川智也（再診 第2･4）
デバイス外来 神津亮輔（不整脈外来 第2･4） 伊藤　黄（新患・再診 第2･4）（再診 第1・3・5、新患・再診 第2･4） 南野安正

羽毛田千那帆 （不整脈外来 第1・2・3・4）
（新患・再診 第1･3･5）

午　後
木村　光（新患・再診 第2･4） 神津亮輔（不整脈外来 第1・3・5）笠原　優樹（再診） 矢﨑善一（新患･再診 第2･4） 木村　光（新患・再診）
長谷川智也（再診 第1・3・5） 羽毛田千那帆 伊藤　黄（新患・再診） 土屋ひろみ（新患 第1･3･5）長谷川智也（新患・再診）
丸山周作（新患･再診） （新患・再診 第2･4）

血 液 内 科
午　前 中澤剛士 森　勇一 三石俊美（第1・3・5） 森　勇一 田中順子

田中順子 中澤剛士
午　後 中澤剛士 森　勇一 森　勇一 田中順子

田中順子 中澤剛士

呼 吸 器 内 科
午　前 武知寛樹（新患） 大浦也明（新患・再診） 柳澤　悟（新患） 大浦也明（新患・再診） 柳澤　悟（再診）

神津侑希 和佐本諭（新患） 油井貴也

午　後
武知寛樹（再診） 加藤あづみ 柳澤　悟（再診） 大浦也明（再診） 油井貴也

和佐本諭（再診） 武知寛樹（再診） 和佐本諭（再診） 神津侑希
油井貴也

外
来
受
付
②

腎 臓 内 科
午　前 佐々本格 柳澤紀子 村上　穣 柳澤紀子 大沢紘介

樋端恵美子

午　後
柳澤紀子 柳澤紀子 村上　穣 柳澤紀子 大沢紘介

田中健大郎 佐々本格 腎リハ外来
交代制

腎 移 植 外 来 午前･午後 村上　穣（午前） 村上　穣
大沢紘介

糖 尿 病・ 
内 分 泌 内 科

午　前 天満雄一 高見澤哲也 高見澤哲也 堀込充章 堀込充章
渡邉琢也 天満雄一 渡邉琢也

午　後 屋敷香奈 肥満症外来（交代制） 肥満症外来（交代制） 服部佑亮
リウマチ･膠原病内科 午　前 高松良太（再診のみ）

整 形 外 科

午　前

福島和之（脊椎） 谷山崇（脊椎） 片桐健太（膝関節） 福島和之（脊椎） 福島和之（骨粗鬆症、第1・3）
三浦雄吾（上肢） 片桐健太（膝関節） 西翔太（一般） 谷山崇（脊椎）
水谷豪（一般） 竹村司（一般） 王　耀東（重度外傷、奇数月の第2） 三浦雄吾（上肢）
竹村司（一般、第2・4） 石井研史（股関節） 水谷豪（一般、第4）
友利正樹（側弯、第3）

午　後
三浦雄吾（上肢） 石井研史（股関節） 砂田憲吾（一般） 福島和之（脊椎） 谷山崇（脊椎）
友利正樹（側弯、第3） 岡田大志（一般） 西翔太（一般、第2・4）
砂田憲吾（一般） 平澤直之（股関節､第2･4）
石井研史（小児股関節、第1）

形 成 外 科
午　前

伊藤里沙子 大谷津恭之 上原理恵（第3） 窪　昭佳
小貫誠也 伊藤里沙子

関口真央

午　後
窪　昭佳 油井佐恵子
関口真央
小貫誠也

呼 吸 器 外 科 午　前 山本亮平 遠藤秀紀
遠藤秀紀

午　後 山本亮平

乳 腺 外 科
午　前 向山由美 久保和之（第4） 向山由美 石毛広雪

小坂泰二郎 小坂泰二郎 荻原菜緒
午　後 向山由美 久保和之（第2） 向山由美 石毛広雪

小坂泰二郎 小坂泰二郎

脳 神 経 外 科
午　前 養田淳貴 吉田貴明 吉田貴明

午　後
小島丈夫 吉澤将士 酒本海帆

山口玲（第3） 平戸政史
（ふるえ外来）（偶数月第4）

心臓血管外科

午　前
松下　努 駒津和宜（第1･2･3･5） 交代制（予約制） 濵　元拓（第4）
白鳥一明 新津宏和（第1･2･4･5）

松下　努（第3･4）

午　後
松下　努（第1･3･4） 濵　元拓（第4）
新津宏和
堀田 孟行（第2・4）
VAD外来

放射線診断科 午　前 市川聡裕

外
来
受
付
③

消 化 器 内 科 午　前
伊藤　唯 西山　秀 山田崇裕 比佐岳史 工藤彰治
宮坂　尚樹 坂田正梧 江郷　晶 大瀬良省三
竹内奈緒

午　後 山田崇裕 福島秀樹（第2･4） 福島秀樹（第1･3･5）

腫 瘍 内 科
午　前 國枝献治 宮田佳典 長瀬通隆 宮田佳典 國枝献治

長瀬通隆

午　後
國枝献治 國枝献治（新患） 長瀬通隆 宮田佳典 國枝献治
長瀬通隆 長瀬通隆（新患） 宮坂　尚樹（新患）
宮田佳典（新患） 加藤あづみ（新患）

内 視 鏡 内 科 午　前 小山恒男 高橋亜紀子 小山恒男
午　後 小山恒男

泌 尿 器 科

午　前
中山　剛 中山　剛 中山　剛
三村裕次 三村裕次 三村裕次
松田　陽 松田　陽 松田　陽

櫻井章尚
午　 後 
（特殊

外来）
中山　剛（特殊診療） 中山　剛（特殊診療） 中山　剛（特殊診療）
三村裕次（特殊診療） 三村裕次（特殊診療） 三村裕次（特殊診療）
松田　陽（特殊診療） 松田　陽（特殊診療） 松田　陽（特殊診療）

櫻井章尚（特殊診療）

消 化 器 外 科

午　前

秋山　岳 阿部恭平 竹花卓夫 秋山　岳（第1･3） 竹花卓夫
真岸亜希子（第1･3･5） 真岸亜希子（第2･4） 河合俊輔 柳垣　充

中西洋 遠藤秀俊 依田惇志（第2･4・5）
郡真裕子（第1・3・5） ヘルニア外来 山本一博

ヘルニア外来（第2.4）

午　後
真岸亜希子（第1･3･5） 阿部恭平 河合俊輔 柳垣　充
ヘルニア外来 真岸亜希子（第2･4） 遠藤秀俊 山本一博

中西洋 ヘルニア外来（第1･3･5）
郡真裕子（第1・3・5）

外科甲状腺外科 午　前 西澤延宏（外科）

婦 人 科
午　前 牧内玲子 西入希代加 近藤沙織 曽根原健太

鈴木貴士 関あずさ 吉池奏人
午　後 西入希代加 近藤沙織 曽根原健太

鈴木貴士 吉池奏人
産 　 科 午　前 近藤沙織 鈴木貴士 吉池奏人 曽根原健太 関あずさ

午　後 交代制 交代制 1ヶ月健診 近藤沙織
遺 伝 診 療 科 午　前 國枝献治（第4） 交代制

午　後 國枝献治（第4） 國枝献治
通院治療 
センター 緩和ケア内科 午　前 山本　亮 山本　亮 山本　亮 山本　亮 山本　亮

午　後 山本　亮 山本　亮 山本　亮 山本　亮

放射線 
治療室 放射線治療科

午　前 大久保悠 大久保悠 大久保悠 大久保悠 関口慶仁
神戸崚輔 関口慶仁 関口慶仁 岡田光平

午　後 大久保悠 大久保悠 関口慶仁 関口慶仁 関口慶仁
神戸崚輔 関口慶仁 岡田光平

入
院
患
者
の
み

外来
受付②

皮 膚 科 午　後 吉田香奈子 渡邊あすか
リ ハ ビ リ 
テーション科

午　前 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制
午　後 交代制 交代制 交代制 交代制

外来
受付③

眼 　 科 午　後 交替制

歯科口腔外科
午　前 中島敏文 中島敏文 中島敏文 中島敏文 中島敏文

石貝聡美
午　後 中島敏文 中島敏文 中島敏文 中島敏文 中島敏文

石貝聡美
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佐久総合病院（本院） TEL（0267）82-3131　外来診療担当表 ■■ は予約制　（令和8年9月1日現在）
エリア 診療科 午前/午後 月 火 水 木 金 土（第2･4）

１　
階

総
合
外
来

総 合 診 療 科

午前受付8:00～11:00

青松棟吉 竹村正和 柳井真知 小林和之 三宅晃史
嶋崎剛志 生井宏幸 宮村保吉 窪田淳志 星野奈津子
山田　衛 澁谷忠希 山本愛一郎 塩ノ崎萌 櫻庭健太郎
中山皓貴 福室自子 長崎健一 星野歩 東亜希哉
矢口　凌 浦部　普亘 鄭　真徳

午　後

鄭　真徳 生井宏幸 三宅晃史 窪田淳志 三宅晃史
青松棟吉 矢藤有悟 柳井真知 宇戸谷翔太 櫻庭健太郎
山田　衛 福室自子 山本愛一郎 星野歩 東亜希哉
中山皓貴 矢口　凌 長崎健一 山本亮

睡眠時無呼吸外来

中
央
外
来

内 科

午前受付8:00～11:00

三石俊美 池井　肇 星野奈津子 池井　肇
高松道生（第2･4） （2次検診8:30～9:00） （2次検診8:30～9:00）
池井　肇 飯島浩宣
（2次検診8:30～9:00）
飯島浩宣

午　後
飯島浩宣 西本　寛（2次検診外来）西本　寛（2次検診外来） 高松道生
色平哲郎 飯島浩宣
（健康診断･予防接種） 健康診断
骨粗鬆症外来（第2・4）

消 化 器 内 科 午　前 福島秀樹
午　後 福島秀樹 宮田佳典

呼 吸 器 内 科
午前受付8:00～11:00 両角延聡 木村哲郎 両角延聡

午　後 両角延聡 両角延聡（第2･4）
大浦也明（第1･3）

循 環 器 内 科
午　前 矢﨑善一 柳澤　聖 木村　光（第1） 矢﨑善一（第1･3・5）

（第1･3･5）（9:30～） 柳澤　聖（第2･4） 土屋ひろみ（第2･4）
午　後 矢﨑善一（第1･3･5） 池井　肇 木村　光（第1心臓デバイス）

木村　光（第3･5）
腎 臓 内 科 午前受付8:00～11:00 池添正哉 池添正哉

午　後 池添正哉 池添正哉

リ ウ マ チ 
膠 原 病 内 科

午　前
牛山　哲（新患） 高松良太（再診） 牛山　哲（再診） 牛山　哲（再診） 高松良太（再診）
高松良太（新患） 荻原睴子（新患） 高松良太（再診） 荻原睴子（再診）

荻原睴子（再診）

午　後
荻原睴子（再診） 牛山　哲（再診） 牛山　哲（再診） 高松良太（再診）

高松良太（再診）
荻原睴子（再診）

血 液 内 科 午　前 三石俊美
午　後 三石俊美

漢 方 内 科 午前受付8:00～11:00 松橋和彦
午後 松橋和彦

整 形 外 科 午前受付8:00～10:30 松本世津（8:00～10:00）渡邊　仁 大学医師 坊　昭彦（第2･4） 坊　昭彦（第2･4）
交代制（第1・3） 交代制 松本世津（第1･3・5）

午後受付13:00～15:30 坊　昭彦（第2･4） 坊　昭彦（第2･4）

脳 神 経 外 科 午前受付8:00～10:30 半田　隆 河野和幸 河野和幸
渡辺　仁 渡辺　仁

午　後 河野和幸 河野和幸

脳 神 経 内 科 午　前
小林千夏（新患） 小林千夏 望月祐介 望月祐介 高橋佑介

望月祐介（新患） 高橋佑介 小林千夏
田畑賢一 高橋佑介（新患）

海外渡航者外来 午　後 坂本昌彦/天満雄一

糖 尿 病 ・ 
内 分 泌 内 科

午　前
堀込充章 萩原正大 高見澤哲也 服部佑亮
渡邉琢也 天満雄一

屋敷香奈
午　後 堀込充章

南外来 婦 人 科 午後13:00～15:30 小口　治 阿部史朗 小口　治

２　
階

外 　 科

午前受付
8:00～11:00

（乳腺外来は10:00まで）

細谷栄司（第2･4） 西澤延宏 西澤延宏 石毛広雪 山本亮平 山本亮平
石毛広雪 池田正視 山本一博（第1･3･5） 白鳥一明 山本浩二（肛門外科）

中田弘子 石毛広雪
（第2・5下肢静脈瘤外来） 杉山裕香

午　後 植松　大 池田正視 石毛広雪（第4） 石毛広雪 山本亮平
石毛広雪 白鳥一明

形 成 外 科 午前8:00～10:00 大谷津恭之 油井 佐恵子 大谷津恭之 大谷津恭之 大谷津恭之
油井 佐恵子 山口　舞 油井 佐恵子

午後14:00～16:00 油井 佐恵子（第1・3・5）

小 児 科

午前受付
㈪～㈮8:00～11:00
㈯8:00～10:00

中沢孝行/交代制 中沢孝行/山本歩 交代制 交代制 交代制 中沢孝行（第4）
山本　歩 山本歩（11時～） 細谷まち子 山本　歩（第3） 細谷まち子

細谷まち子 荻原美紀 重田大輔（第1･3･5）
佐藤真菜（第1･3・5） 中沢孝行（第2･4）

午後受付14:00～16:00
中沢孝行 中沢孝行 交代制 交代制 交代制
山本　歩 佐藤真菜（第1･3・5） 細谷まち子 細谷まち子

予防接種 荻原美紀 重田大輔（第1･3･5）
中沢孝行（第2･4）

耳 鼻 咽 喉 科
受付㈫8:00～10:30
㈬8:00～15:00
㈭8:00～10:30

清水雄太（第3･4） 藤次佑樹
小松正彦

皮 膚 科
午前受付8:00～10:30

吉田香奈子 吉田香奈子 吉田香奈子 吉田香奈子 吉田香奈子
渡邊あすか 渡邊あすか 渡邊あすか 渡邊あすか 渡邊あすか

長谷川淳一（第3）
午　後 吉田香奈子 吉田香奈子

渡邊あすか 渡邊あすか

泌 尿 器 科
午　前 柏原　剛 柏原　剛 柏原　剛 柏原　剛（新患） 柏原　剛

須田紗代 須田紗代 須田紗代 須田紗代
午　後 柏原　剛 須田紗代（第1・3新患） 柏原　剛 三村　裕次 柏原　剛（第2･4）

山ノ井万里子（第2･4） 信大医師 須田紗代（第2･4）
女 性 泌 尿 器 科 午　後 須田紗代（再診） 須田紗代（再診）（第1･3･5）
前立腺癌観察治療外来 午　後 柏原　剛

眼 　 科

受付㈪・㈬・㈭・㈮
（第1・3・5）8:00～10:30
㈫8:00～10:00

※状況により制限する場合あり

尤　俊博 松本牧子 尤　俊博 周　麗花 松本牧子 交代制
周　麗花 浦本賢吾 周　麗花 吉村颯仁 尤　俊博（第1･3・5）

吉村　颯仁 吉村颯仁（第1･3・5）

午　後
尤　俊博 尤　俊博 周　麗花 尤　俊博（第1･3・5）
周　麗花 周　麗花 吉村　颯仁 吉村颯仁（第1･3・5）

吉村颯仁 松本牧子（第2･3･4･5）
三浦文英（第1･2･4･5）

精 神 神 経 科

午　前

大西直樹 大西直樹 大西直樹 大西直樹（新患） 大西直樹 大西直樹
伊澤　敏 岡田知徳 岡田知徳 伊澤　敏 岡田知徳 岡田知徳
岡田知徳 青松棟吉（新患） 岡田知徳 青松棟吉 笠原信行（第4）
平野　亘（第1） 小諸高原病院医師（第1・3） 笠原信行 狩野正之

黒崎成男（第3） 川原伸夫（第2･4）

午　後

伊澤　敏 大西直樹（新患） 大西直樹 伊澤　敏 大西直樹（新患）
岡田知徳 岡田知徳（新患） 岡田知徳（新患） 岡田知徳（新患） 岡田知徳（新患）（第1･2･4）
平野　亘（第1） 青松棟吉 笠原信行 青松棟吉（新患）

狩野正之
川原伸夫（第2･4）

心 療 内 科 午　前 伊澤　敏 飯田俊穂（第3） 伊澤　敏
午　後 伊澤　敏 飯田俊穂（第3）

歯 科 口 腔 外 科

午前受付8:00～11:00
堀健太郎 堀健太郎 堀健太郎 熊坂　祝 藤浪さをり（第1･3･5） 中島敏文（第2）
石貝聡美 雨宮剛志 石貝聡美 堀健太郎 石貝聡美（第2）

新井剛（第2･4） 石貝聡美 熊坂　祝（第4）
堀健太郎（第4）

午　後
熊坂　祝 熊坂　祝 熊坂　祝 熊坂　祝 藤浪さをり（第1･3･5）
堀健太郎 堀健太郎 堀健太郎 堀健太郎
石貝聡美 雨宮剛志 石貝聡美 石貝聡美

新井　剛（第2･4）
ペ イ ン ク リ
ニ ッ ク 科 
（痛みの診療科）

午前受付8:30～11:00 深澤正之 深澤正之 深澤正之（第1･3･5） 深澤正之（第3） 深澤正之（第2･4）
山添泰佳 後藤真也

午　後 深澤正之 深澤正之 深澤正之（第1･3･5）
山添泰佳

リ ハ ビ リ 
テ ー ション 科

午　前 交代制 太田　正 宍戸康恵 装具外来 宍戸康恵 交代制
午　後 交代制 太田　正 交代制 交代制 宍戸康恵
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開室時間：平日　8:30~17:00� 閉室時間：土曜・日曜・祝日
貸し出し：�入院患者さんは退院まで、それ以外の方は当日返却

佐久医療センター患者図書室「こかげ」利用案内

　好評だった「ラクうま」シリーズの第3弾。ラクうま料
理の基本やコツをぎゅっとまとめた一冊です。毎日の家
庭料理は、面倒では続きません。凝ったメニューは載って
ないけれど、スーパーで手に入る調味料や食材を使い、
ごくシンプルな調理法で、しっかり美味しくできる実用書
です。大きく見やすい写真
やちょっとしたコツに加え、
食品保存のワザや台所道
具の話など、料理の基礎を
学ぶのにも役立ちます。食
材を熟知している著者だか
らこそ伝えられる、「ラクう
ま料理」決定版です。

写真でわかる四字熟語辞典
学研教育出版

　文字だけではイメージしにくく、少し難しく感じる四
字熟語や故事成語も、写真とともに見ることでより印
象に残ります。例えば「一蓮托生」の「蓮」とはハスのこ
とですが、本書ではハスの花の写真とともに言葉の意
味を解説しています。個人的には、先日、上田の信濃国
分寺でハスの花を見たことも
あり、特に印象に残りました。
子どもから大人まで、四字熟
語や故事成語を楽しみなが
ら覚えられる一冊です。言葉
を知ることや使い方を覚える
ことは、ちょっとしたきっかけ
なのだと実感しました。

小海診療所 TEL（0267）92-2163　外来診療担当表 ■■ は予約制　（令和8年9月1日現在）
診　療　科 時　間 月 火 水 木 金 土
内 科 午　前 宇戸谷翔太 由井和也 宇戸谷翔太

専 門 外 来
受付8:30～15:00 午　後

フットケア（第３） 眼　科（第 1・3）
皮膚科（第 2・4）

※7月より小海診療所の皮膚科にて、第2木曜日の診療が再開となります。

小 海 分 院 TEL（0267）92-2077　外来診療担当表 ■■ は予約制　（令和8年9月1日現在）
診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土（第 2・4）

内　　　　 科 ※1

午
前

8:00～11:30
予約外11:00まで

小林和之 由井和也 椎野明日実 荻原　淳 由井和也 交代制
向山和彦 伊藤泰斗

午
後 16:00まで

松橋和彦（漢方外来） 山口　博 山口　博 荻原　淳 宇戸谷翔太
小林和之（第1・3） 向山和彦

循 環 器 内 科

午
前 8:00～11:30 柳澤　聖（第1・3)

午
後 16:00まで

石井博之 池井　肇（第2）
柳澤　聖（第3）
ペースメーカー外来12:00~

小 児 科
午
前 8:00～11:30 清水　隆 日野原陽一 日野原陽一 清水　隆 清水　隆

午
後
受付の終了時刻は
曜日で異なります

清水　隆 
受付16:30まで

日野原陽一 
受付15:00まで

予防接種〔診察不可〕 清水　隆 
受付16:30まで

清水　隆 
受付16:30まで

外 　 　 科
午
前

8:00～11:30
※月曜除く

細谷栄司（第1･3･5）
受付11:00まで

清水義雄 山本一博（第2・4） 清水義雄（第2・3・4・5） 清水義雄

診察開始 9:30~
午
後 16:30まで 清水義雄 清水義雄 清水義雄（第2・3・4・5） 清水義雄（第1・3・5）

整 形 外 科 ※2

午
前

10:00まで
※月曜除く

尾形淳子
受付9:30まで　　

尾形淳子　　　 尾形淳子　　　 渡邊　仁
（第1･第3･第5）
医療センター 医師交代制 
（第2･第4）

午
後
受付の終了時刻は
曜日で異なります

渡邊　仁
受付16:30まで

江田　誉（骨粗鬆症)

リ ハ ビ リ 科 8:00～11:30 藤井博之

脳神経内科 ※3 第4金曜の16:00まで 交代制

リウマチ・膠原病内科 ※3 第4月曜の16:00まで 高松良太

〈診察開始時刻〉午前は､内科･整形外科・リハビリテーション科は9:00から、小児科・外科は8:30からです。午後は､全科14:00からです。
※1…当日受付の方は新患担当医師が対応します。 ※2…予約状況によりお待たせすることや受付を終了する場合があります。
※3…脳神経内科、リウマチ・膠原病内科は、月により診察週が変更になる場合があります。

ラクうまごはんのコツ
著者 : 瀬尾幸子 ／ 新星出版社
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リ

ソ
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リソースナースとは、ある特定の医療分野における研修を受け、熟練した看護技術と知識を習得した看護師です。

脳
卒
中
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
た
め
に

　脳卒中とは、脳の血管が詰まる脳梗塞、脳の血管が破れることによって生じる脳出血、
くも膜下出血の総称であり、いずれも突然起こる病気です。脳卒中は、決してまれな病気
ではありません。日本における脳卒中を発症するリスクは5人に１人と言われています。自
分のみではなく、身近な人にも起こりうる病気だからこそ、発症のサインを知り、早く気づ
いて行動することが大切です。
　脳卒中を早く見つけるための合言葉として
「ACT-FAST」があります。Fは顔、Aは腕、Sは
言葉、Tは時間を表します。顔の片側がゆがむ、
片方の腕が上がらない、ろれつが回らない、言葉
が出ないなどの症状が一つでもあれば、脳卒中
の可能性があります。そのとき大切なのは、「少し
休めばよくなるかも」と様子を見ずに、すぐ救急
要請をしてください。また、症状が始まった時刻
を覚えておくことも治療方針を決める上で大切に
なります。
　脳卒中に罹患された患者さんは、「まさか自分がなるとは思わなかった」と突然のことに
戸惑われることが多いです。脳卒中には、手足の動かしにくさや喋りづらさ、そのほかにも
記憶など、外見からはわかりにくい障がいが生じることがあります。これまで当たり前にで
きていたことが難しくなり、不安や焦りを抱えながら過ごされることも少なくありません。
退院後の生活も見据えられるように医師、リハビリテーションスタッフ、医療ソーシャル
ワーカーとともにサポートさせていただきます。

脳卒中看護認定看護師　百
もも

瀬
せ

雅
まさ

朗
あき

❶ かぼちゃは種とワタを取り除き、2㎝
角ほどの一口大に切る。

❷フライパンにオリーブオイル小さじ1
を熱し、かぼちゃを並べて弱めの中
火で焼く。両面に焼き色がついたら、
水大さじ1～2を加えてふたをし、3～5分蒸し焼きにして火を通す。

❸かぼちゃを取り出し、同じフライパンにオリーブオイル大さじ1とクミン
シードを入れ、弱火で香りが立つまで炒める。火を止め、【A】を加えて
混ぜ、ドレッシングを作る。

❹紫玉ねぎは薄切りにし、水にさらしてから水気をしっかり切る。
❺ボウルに❸のドレッシング、かぼちゃ、ひよこ豆、紫玉ねぎを入れ、全体
をやさしく和える。お好みでチーズを加える。

❻器に盛り付け、お好みのハーブを散らして完成。

つくり方

エネルギー：256Kcal / たんぱく質：8.1g / 脂質：10.2ｇ 
塩分：0.5g

栄養成分
（1人分）

かぼちゃ 200g（約1/8個）
ひよこ豆（水煮） 120g
紫玉ねぎ 1/4個
オリーブオイル 大さじ1 

（ドレッシング用）
小さじ1 
（焼き用）

クミンシード 小さじ1/2
お好みのハーブ
（ディル・パセリ・パクチーなど ） 適量
※�お好みでカッテージチーズやフェタチーズ
を加えても、おいしくいただけます。

〈A〉
塩 小さじ1/6（約1g)
コリアンダーパウダー 小さじ1/2～1
黒こしょう 少々
レモン汁 小さじ2
おろしにんにく 少々
※�チューブ入りのおろしにんにくを使う場
合は食塩が含まれていることがあるた
め、塩は少し控えめにしてください。
※�お好みでチリパウダーやパプリカパウ
ダーを小さじ1/2程度加えると、風味が
さらに豊かになります。

材料（2人分）

かぼちゃの甘み、クミンやコリアンダーの香り、レ
モンの酸味を生かすことで、塩分を控えても満足
感のある味わいになります。ひよこ豆の代わりに
大豆や枝豆を使っても、おいしくアレンジできます。

調理の
ポイント

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
減
塩
レ
シ
ピ

減
塩
レ
シ
ピ
❻❻

腎
臓
内
科
医
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す
め
る

焼きかぼちゃとひよこ豆のスパイスサラダ焼きかぼちゃとひよこ豆のスパイスサラダ

佐久医療センター 腎臓内科 仲
なかの
野　惟

ゆい





事前予約が必要です。

各市町村からの「がん検診クーポン」のご使用に
ついては、ご予約時にお伝えください。

お問い合わせ：佐久総合病院（本院）人間ドック科
電話：0267-82-2688
　　   月～金曜日（祝日除く）14:00～ 17:00

予約受付期間：9月1日（火）～10月9日（金）
※定員になり次第締め切りとなります。

検査内容 ※対応技師は女性です。

・マンモグラフィ（２方向）
〈料　金〉 7,000 円（税込）
〈定　員〉 30 名

・乳房超音波
〈料　金〉 4,500 円（税込）
〈定　員〉 30 名
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　本活動のシンボル「ぴんころリボン」は、佐久市
で親しまれている「ぴんころ地蔵」と、乳がん啓発
の世界的シンボル「ピンクリボン」を融合させた
キャラクターです。
　「健康で長生きし（ぴんぴん）、寝込まず楽に大
往生する（ころり）」という地蔵尊の由来にちなみ、

「早期発見により、自分らしく元気に長生きしてほ
しい」という願いを
込めました。検診に
対する「怖い」「痛そ
う」といった心理的
ハードルを下げ、日
常の中で身近な合
言葉として親しん
でいただくための
シンボルです。

予防は治療に勝る 
「ぴんころリボン」で広げる乳がん予防の輪

乳腺外科部長　小
こ

坂
さか

 泰
たい

二
じ

郎
ろう

佐久市の現状と活動の目的
　「健康長寿の里」として知られる佐久
市ですが、乳がん検診の受診率はわず
か約11%にとどまっています。特に、
仕事や家事、子育てに多忙な40代〜

50代の「働き盛り世代」において、受診を後回しにする「受
診控え」が大きな課題となっています。
　乳がんは、早期（ステージ0〜1）に発見できれば90%
以上が治る病気です。早期発見により、身体への負担や治
療費を抑えられ、短期間で元の生活に戻ることができます。
だからこそ、「症状がないから」「忙しいから」と放置せず、
定期的に検診を受けることが大切です。
　そこで、当院をはじめとする地域の医療機関、行政、地
元企業、看護学校が連携し、誰もが受診しやすい環境づく
りをめざすプロジェクト 「Saku Pink Ribbon Action 
2026」が始動しました。

シンボル「ぴんころリボン」の由来

10月の世界的なピンクリボン月間にあわせ、地域全体で以下の取り組みを行います。

1010月のピンクリボン月間に向けた取り組み

日曜（休日）特別検診枠の設置
　平日に時間が取れない方のため、10月の日曜日に市内指定
医療機関（下記記載）で特別検診枠を設けます。お子様連れで
の受診をご希望の場合は事前にお問い合わせください。受診
券をご用意のうえ、各医療機関へ直接お電話でご予約いただ
けます。日時の詳細は各医療機関にお問い合わせください。

個別検診対象施設（佐久市市内指定医療機関）�
⃝佐久総合病院	 0267-82-2688
⃝浅間総合病院	 0267-67-6477
⃝増田医院	 0267-66-0303（11月3日のみ対応）
⃝AYA乳腺クリニック	 0267-77-7565

集団検診（佐久市）�

佐久市公式LINE（右QRコード）
よりお申し込みいただけます

＊�佐久市ホームページ 
令和８年度健（検）診の実施

❶ ピンクライトアップ
　9月28日〜10月31日、市 内 の 医
療機関などをピンク色に点灯し、街全
体で啓発を行います。

❷

イベントと学生アンバサダー
　9月12日・13日の「まるごとつなが
るフェスタ（イオンモール佐久平）」に特
設ブースを出展し、グッズ販売や案内を
行います。また、地元の看護学生が「ア
ンバサダー」として若者世代の視点か
ら受診を呼びかけます。
※�なお、本事業は長野県「地域発 元気づくり

支援金」を活用しています。

❸

　「ぴんころリボン」をきっか
けに、ぜひご自身や大切な
ご家族と検診について話し
合ってみませんか。




